
「公共施設白書」を公開せず、 

施設の維持管理計画を先延ばしにする 

市の２０１２年度予算にネットは反対 

2012 年度一般会計予算総額は過去最大

の 893 億 5 千万円ですが、福祉や教育な

どに充てるお金、人件費や過去の借金の返

済などどうしても必要な経費（経常経費）

は全体に７％の削減を課せられていること

や事務事業点検からの見直しもあり、2 億

2 千万円の削減です。それに対し投資的経

費は 12億 2千万円の増額となっています。 

市債（借金）が 

基金（貯金）を上回る 

市の財政を支える市税収入は 467 億 1

千万円で、前年度に比べ、6億 3千万円減

少しています。 

この財源不足を市債（借金）と基金（貯

金）でまかなうとしていますが、今年度末

には市債の発行額が基金残高を上回る見込

みです。このように厳しい財政状況に対し、

生活者ネットワークは「将来の市民に負担

を回さない」という視点に立って予算審議

を行ないました。 

公共施設の維持費は大きな負担 

今後、財政的に大きな課題になるのは

160 以上ある公共施設の補修や改修費用

です。この５年間にも学校の耐震化工事や

建て替え、府中の森芸術劇場など大型公共

施設の補修工事などに毎年 40～７０億円

かかっています。建物の老朽化がすすめば

さらに大きな負担となります。一昨年から

市はコンサルタントに委託し、公共施設の

現状を評価分析し、「府中市公共施設白書」

にまとめたといいます。しかし「施設白書」

の内容の情報公開をもとめたところ、市は

「公開すると市民に混乱を与える」と公開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

しませんでした。建物だけではなく道路や

下水道などのインフラの老朽化も課題で、

これらの整備更新計画も後回しにはできま

せん。「施設白書」を公開し、課題であった

施設の現状と長期にわたる改修費用を明ら

かにし、公共施設のあり方を市民とともに

考えていくべきです。 

新しい市の情報システムの 

構築はいつ？ 

市の業務運営に不可欠なコンピューター

システムも老朽化しています。5 年前に新

たなシステム構築をスタートさせたものの、

財政不足を理由に途中で構築を凍結してし

まいました。府中ネットはこれまでもシス

テム構築は効率的に事業を行なうために優

先的にすすめるべきと訴えてきましたが、

今年度の予算でも凍結は解除されず、複雑

化した現行のシステムには、今後さらに保

守改修費用の増加も見込まれます。 

行財政改革推進本部では補助金の削減も

方針とされ、教育費では小学校の演劇やオ

ーケストラ鑑賞の回数が減り、生徒会費の

補助金もひとり当たり 100 円削られてし

まいました。 

リーマンショックと東日本大震災の影響

から、景気の低迷が続き、今後も財政状況

は厳しいことが予測されます。限られた財

源のなかで、何を優先させるべきか、また

将来に負担を残さないようするためにはど

うしたらよいか、財政に関わる情報も市民

と共有し、一緒に考えていく姿勢が必要で

す。その姿勢が見えない２０１２年度の予

算に反対しました。 

府中・生活者ネットワーク
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６５
歳
以
上
の 

市
民
の 

個
人
情
報
が 

警
察
に 

わ
た
さ
れ
て
い
た
。 

昨
年
11
月
、
府
中
警
察
署
が
、
高
齢
者
を
ね
ら
っ

た
振
り
込
め
詐
欺
や
交
通
事
故
防
止
の
た
め
巡
回
訪

問
に
使
い
た
い
と
の
理
由
で
、
60
歳
以
上
の
市
民
の

４
情
報
（
氏
名
、
住
所
、
性
別
、
生
年
月
日
）
の
提
供

を
市
に
求
め
て
い
た
、
と
の
新
聞
報
道
が
あ
り
ま
し

た
。
市
は
そ
の
判
断
を
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審

議
会
に
諮
り
ま
し
た
。
審
議
会
は
２
月
に
対
象
を
65

歳
以
上
と
し
、
情
報
の
管
理
と
使
用
に
配
慮
す
る
と
の

条
件
は
つ
け
た
も
の
の
提
供
を
認
め
る
答
申
を
出
し
、

即
日
、
市
は
市
民
４
万
７
千
人
分
の
個
人
情
報
を
警
察

に
提
供
し
ま
し
た
。 

府
中
市
個
人
情
報
保
護
条
例
で
は
、
市
民
情
報
を
目

的
以
外
に
利
用
す
る
場
合
は
、
本
人
の
同
意
が
原
則
で

す
。
ま
た
、
こ
の
４
情
報
で
振
り
込
め
詐
欺
や
交
通
事

故
が
防
げ
る
の
か
、
情
報
提
供
の
必
要
性
に
も
疑
問
が

あ
り
、
新
聞
に
出
た
こ
と
で
悪
質
業
者
が
警
察
を
装
う

可
能
性
も
あ
り
ま
す
。 

市
は
提
供
し
た
こ
と
を
市
民
に
知
ら
せ
る
と
と
も

に
今
後
は
個
人
情
報
を
警
察
に
提
供
す
る
こ
と
は
す

る
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
気
を
つ
け
て
く
だ

さ
い
ね
。 

府中・生活者ネットワークの活動を報告します 

Eメール fuchu-snet@ric.hi-ho.ne.jp 

ホームページ http://www.ric.hi-ho.ne.jp/fuchu-net/ 

浅田多津子 http://asada.seikatsusha.net/ 

前田弘子 http://maeda.seikatsusha.net/ 

田村智恵美 http://tamura.seikatsusha.net/ 
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3
月
議
会
よ
り 

前
田

弘
子

一
般
質
問

子
ど
も
た
ち
の
内
部
被
ば
く
を
減
ら
そ
う

給
食
食
材
の
放
射
能
測
定
に
つ
い
て

府
中
市
の
学
校
給
食
の
食
材
は
、
で
き
る
だ

け
国
産
の
、
添
加
物
を
極
力
排
除
し
た
も
の
を

使
っ
て
い
ま
す
が
、
放
射
能
の
基
準
は
あ
り
ま

せ
ん
。
昨
年
の
９
月
と
今
年
の
２
月
に
「
で
き

る
だ
け
広
い
範
囲
の
食
材
」
を
選
ん
で
、
測
定

機
関
に
委
託
し
、
値
を
公
表
し
ま
し
た
。

原
発
事
故
か
ら
１
年
が
経
ち
、
今
は
さ
ま
ざ

ま
な
調
査
デ
ー
タ
が
得
ら
れ
ま
す
。
給
食
で
も
、

高
く
値
が
で
る
食
材
を
外
す
こ
と
と
、
放
射
能

の
摂
取
量
を
日
常
的
に
つ
か
む
た
め
に
「
１
食

分
丸
ご
と
測
定
」
す
る
こ
と
が
大
事
と
い
う
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
市
民
科
学
研
究
室
の
上
田
昌
文
さ
ん
の

情
報
を
も
と
に
、
市
で
も
そ
の
体
制
が
取
れ
る

か
聞
き
ま
し
た
。

市
の
答
弁
は
、
昨
年
度
と
同
様
、
委
託
に
よ

る
測
定
に
と
ど
ま
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。
１

学
期
に
１
度
の
委
託
測
定
で
は
な
く
、
日
々
の

食
材
の
選
定
基
準
を
明
ら
か
に
し
、
極
力
、
子

ど
も
た
ち
の
体
内
に
取
り
込
ま
な
い
献
立
へ
の

配
慮
も
行
な
っ
て
ほ
し
い
と
要
望
し
ま
し
た
。

市
の
嘱
託
職
員
、
臨
時
職
員
の

待
遇
に
つ
い
て

市
は
こ
れ
ま
で
行
革
を
す
す
め
、
正
規
職
員

を
削
減
し
て
き
ま
し
た
。
一
方
、
嘱
託
職
員
、

臨
時
職
員
な
ど
の
非
常
勤
職
員
の
数
は
増
え
続

け
、
責
任
も
増
し
て
い
ま
す
が
、
１
年
ご
と
の

契
約
更
新
で
、
昇
給
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
実

態
は
５
年
前
に
一
般
質
問
し
た
と
き
と
変
わ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
正
規
職
員
を
増
や
さ
な
い
な

ら
、
荒
川
区
で
行
な
っ
て
い
る
よ
う
な
、
非
常

勤
職
員
も
経
験
や
責
任
に
応
じ
た
評
価
制
度
を

導
入
し
、
昇
給
も
認
め
る
よ
う
な
制
度
の
導
入

の
考
え
が
な
い
か
聞
き
ま
し
た
。

市
は
、
行
革
で
経
費
削
減
の
方
針
は
変
わ
ら

な
い
が
、
国
の
法
令
を
超
え
な
い
範
囲
で
検
討

し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
。「
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
」
は
新
市
長
も
課
題
と
し
て
い
ま
す
。

市
民
生
活
を
守
る
た
め
に
働
く
職
員
の
待
遇
改

善
も
課
題
で
あ
る
と
訴
え
ま
し
た
。

田
村
智
恵
美

一
般
質
問

府
中
に
避
難
し
て
い
る
被
災
者
へ
の
支
援
を

 
 

 
東
日
本
大
震
災
後
、
被
災
地
か
ら
都
内
の
都

営
住
宅
、
民
間
賃
貸
住
宅
、
親
族
・
知
人
宅
な

ど
に
避
難
し
て
い
る
方
が
、
昨
年
12
月
で
８
９

７
３
人
お
り
、
府
中
市
内
に
も
１
０
０
人
以
上

の
方
が
避
難
し
て
い
ま
す
。
震
災
か
ら
１
年
、

避
難
生
活
が
長
期
化
し
、
不
安
を
抱
え
な
が
ら
、

地
域
で
の
関
係
性
を
築
く
の
も
容
易
で
は
な
く

孤
立
化
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

東
京
都
で
は
、
昨
年
７
月
よ
り
避
難
し
て
い

る
被
災
者
へ
の
個
別
訪
問
や
交
流
の
場
と
し
て

の
サ
ロ
ン
の
運
営
を
行
な
う
な
ど
、
孤
立
化
防

止
事
業
を
す
す
め
て
い
ま
す
。
し
か
し
府
中
市

で
は
、
こ
の
事
業
は
行
な
っ
て
お
ら
ず
、「
相
談

が
あ
れ
ば
対
応
す
る
が
、
特
別
な
支
援
策
と
し

て
積
極
的
に
行
な
う
つ
も
り
は
な
い
」
と
い
う

答
え
で
し
た
。

社
会
福
祉
協
議
会
が
12
月
と
３
月
に
独
自

に
交
流
サ
ロ
ン
を
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
者
か

ら
サ
ロ
ン
の
継
続
を
求
め
る
声
も
あ
り
、
市
も

支
援
体
制
の
整
備
を
す
る
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。 

浅
田
多
津
子

一
般
質
問

子
ど
も
・
若
者
が
希
望
を
持
て
る
よ
う

育
成
支
援
を
す
す
め
よ
う

今
、
若
者
た
ち
の
中
に
は
学
校
生
活
に
な
じ

め
ず
、
ひ
き
こ
も
り
が
ち
に
な
っ
た
り
、
安
定

し
た
仕
事
に
就
け
ず
、
自
立
で
き
な
い
状
況
が

長
期
化
す
る
と
い
う
深
刻
な
問
題
が
あ
り
ま
す
。

個
人
の
努
力
で
は
解
決
で
き
な
い
問
題
に
対
し

２
０
１
０
年
度
に
「
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援

推
進
法
」
が
施
行
さ
れ
、
若
者
を
取
り
巻
く
問

題
の
解
決
の
た
め
に
「
子
ど
も
・
若
者
ビ
ジ
ョ

ン
」
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
を
受
け
て
府
中
市
で
も
昨
年
度
、
ひ
き

こ
も
り
等
で
不
安
を
感
じ
て
い
る
保
護
者
に
向

け
て
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
今
年
度
は
支
援
機

関
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
作
成
や
講
演
会
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
行
政
の
施
策
に
な
か

っ
た
15
才
～
39
才
を
対
象
と
す
る
取
り
組
み

で
あ
り
、
ま
ず
は
そ
の
実
態
調
査
が
必
要
で
は

な
い
か
と
質
問
を
し
ま
し
た
が
実
施
の
意
向
は

示
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

さ
ら
に
若
者
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
を
社
会

全
体
で
解
決
す
る
た
め
に
、
福
祉
・
教
育
・
保

健
・
医
療
・
雇
用
な
ど
の
幅
広
い
分
野
の
関
係

者
が
関
わ
り
、
相
談
や
就
労
支
援
を
考
え
る
た

め
の
「
地
域
協
議
会
」
の
設
置
を
求
め
ま
し
た
。

市
は
実
情
に
合
っ
た
よ
り
具
体
的
な
方
策
を
検

討
し
て
い
く
と
の
こ
と
で
し
た
。

交通遊園に 200万円の 

ゴーカートいりますか？ 

今年度予算で、ゴーカート 2

台に 400 万円がつけられていま

す。郷土の森の交通遊園で使う

ものですが、1 台 200 万円はち

ょっと高すぎませんか。 

環境配慮で電気自動車にし、

それも全国初のリチウムイオン

電池仕様だそうですが、なぜ、

このようなゴーカートを選んだ

のか。市のお金の使い方、ちょ

っと変です。 

★★★★★ 

2011 年 12 月 9 日からはじまった「原発の是非を問う都

民投票条例」を求める直接請求は、府中市が 3 月 23 日、八

王子市が 24 日で署名活動を終え、全ての自治体で署名を終

了しました。東京都全体では約 34 万筆が提出され、直接請

求に必要な有権者の５０分の１（22 万筆）を大幅に上回りま

した。府中市でも「原発はずっと反対だった」「署名で何かが

変わるなら・・」と市民の思いが託された署名が、７８４６

筆も寄せられました。署名は５月に東京都知事に提出され、

その後都議会で条例制定の審議が行われます。条例案が可決

されてはじめて都民投票が実現されます。 

原発都民投票は、市民が原発の再稼働に賛成か反対かの意

思を示すためのものです。専門家でもなく議員でもなく、市

民が原発再稼働の是非を決定します。 

東京電力の原発稼働の是非を問う都民投票 

署名期間が終了 

●●● 編集後記 ●●● 

東京電力の原子力発電

所は 3月 26日ですべて

停止しました。悲惨な原

発事故を二度と起こさな

いためにも、生活者ネッ

トワークは原発の再稼働

に反対します。 

府中ネットからの 

お知らせ 

わくわくサロン 

なんでも相談やおしゃ

べりの会です 

４月２０日（金） 

１４：３０～ 

気軽に参加してください 

府中ネット事務所 

議会報告会 

４月２７日（金） 

１０：００～ 

府中ネット事務所 

042-360-4443 


